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● 文 化 国 際 課 だ よ り ●
12月　December　　ブルネイ
ブルネイ青少年来県
昨年12月13日から15日にかけ、公益社団法人日本ブルネイ友好協会主催による「ブルネイ人学生招聘プログラム2013」の一環として、ブルネイの大学生５名が和歌山県を訪れました。同プログラムによる学生の来県は昨年に引き続き２回目です。
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訪問団はまず、和歌山大学を訪れ、県の青少年交流事業に参加しブルネイを訪問した学生との交流会を行いました。ブルネイ側、日本側双方が、それぞれ互いの国の文化や大学生活を紹介するプレゼンテーションを英語で行い、大学構内を見学しました。その後、和歌山大学のよさこいサークルの皆さんのパフォーマンスを見学し、一緒に輪になって踊ることで交流を深めました。一行はその後、紀の川市の若葉農園にて、農業体験などを通じて暮らしを学ぶ「農家民泊」を経験しました。農作業や日本の家庭料理など、初めての体験はとても新鮮だったようです。
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ブルネイの学生らは、「和歌山はとても美しく、来られてとてもうれしかった。」「日本の文化や生活様式を体験し、地元の方と親睦を図ることのできる貴重な経験となった。」「和歌山大学はとても活気があり、学生達と直接色んな話をすることができた。交流を続けたい。」と感想を寄せてくれました。今後も、縁あるプルネイと和歌山県の交流が深まるよう、取り組んでいきたいと思います。
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〈和歌山大学生との交流〉
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2月　February　中国
中国山東省環境研修団来県
　2月15日から22日にかけて、中国山東省から今年度第2団の環境研修団を迎えました。今回の研修は「自然環境保全」をテーマとし、2011年から実施した3年間の総括でもあります。そのため、研修コースが今までよりも豊富に組まれました。
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　研修は環境技術や法令などの講義と企業視察以外に、「自然環境保全」のテーマに合わせ、自然環境保護運動の先達と言われる南方熊楠の記念館や白浜ジオパーク、ナショナルトラスト運動発祥の地である天神崎での視察も行いました。環境の知識を学びながら、研修員たちは和歌山の優れた自然環境、特に澄んだ青空と海に感動し、驚嘆していました。
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経済の高度成長に伴う環境被害が深刻化している中国の中で、汚染状況の最も厳しい地域の一つである山東省の環境問題の解決は特に重要視されています。その環境問題の改善に、和歌山県の経験や技術が役立つよう、そして研修員の皆さん今後の益々のご活躍を、心から願いたいと思っています。
　
3月　March　スペイン

スペインガリシア州訪問
２０１４年３月７日～１６日まで、スペインガリシア州へ和歌山県代表団が派遣され、交流を行いました。
　今回は日西交流４００周年の年ということもあり、より研修に重きを置いた派遣となりました。事前研修を受けた１２名（高校生７名、大学生４名、社会人１名）が派遣前から積極的に和歌山およびガリシア州について調べ、その成果を冊子にまとめ持参しました。
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スペインでも有数の大学であるサンティアゴ・デ・コンポステーラ大学では、地理歴史学部の学生たちを前に和歌山に関するプレゼンテーションを英語で行い、その後はグループに分かれて交流を深めました。サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学の学生も日本の学生と同じくシャイで「英語は苦手」と言っていましたが、一度話し出せばどちらの学生も笑顔があふれ、全く問題ありませんでした。
[image: image13.wmf][image: image14.wmf]　また、熊野古道と姉妹道提携している「サンティアゴの巡礼路」の一部を歩き、歓喜の丘へも立ち寄りました。ガリシア州は今年、大変天候が不順だったということで、1月から今まで３日ほどしか晴れの日がなかったということでしたが、私たちがガリシアへ着いてからは毎日晴天が続き、絶好のハイキング日和の中、ガリシア州政府の方にガイドしていただきながら巡礼路ウォークを楽しみました。巡礼者の方を見かけたら“¡Buen Camino!ブエン　カミーノ！”（よい巡礼を）と声を掛けるのだと教わり、参加者は早速試みていました。
　研修後半の三日間は、去年の７月に来県した方たちがホストファミリーとなり、ホームステイを経験しました。行程の最初から数名のホストファミリーが代表団に同行していたため、緊張は少なかったように思いました。最終日はホストファミリーが空港まで見送る中、参加者全員が「日本に帰りたくない！」と別れを惜しんでいました。
　ガリシア州からの訪問団は、今年８月に来県される予定です。両州県の交流がますます有意義なものになるよう努めていきたいと思います。
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異　文 化 紹 介 <１> ●
メルマガ読者の皆様、こんにちは。韓国国際交流員の李貞玟（イジョンミン）です。
[image: image21.wmf]私は３年間の韓国国際交流員の仕事を終えて２月末に韓国へ帰国しました。韓国ではあまり一人暮らしをしないで、普通は結婚するまでに親と一緒に生活をします。私も帰国してからは親と一緒に生活をしているので毎日母の料理を食べています。それで今回は韓国での生活について紹介させていただきます。
皆様もよくご存じのように、韓国の代表的な料理といえば、キムチです。韓国人はこのキムチをいろいろな料理に入れて一年中食べます。チゲに入れるとキムチチゲ、チヂミに入れるとキムチチヂミ、チャーハンに入れるとキムチチャーハンになります。右上の写真はプデチゲですが、この料理にもキムチが入ります。見た目はキムチチゲと似ていますが、はるさめやハムなどが入る鍋料理ですね。
[image: image22.wmf]韓国人は季節と関係なく、一年中鍋料理、チゲを食べます。一年中鍋料理を食べる韓国人は、食事というのは一人より皆で食べるのがずっとおいしいと思っているので、食堂などでご飯を一人で食べる習慣はあまりないです。また日本と比べるとその量も多いです。左の写真は焼肉屋さんですが、皆と一緒に食事をするので食堂に行ってなにか料理を頼むと、頼んだ料理以外にもおかずがたくさん出てきますし、野菜とおかずは全部無料でおかわりも自由です。
[image: image23.wmf]韓国では一年中食べるキムチを保管するためのキムチ専用の冷蔵庫もあります。右の写真の左の低い冷蔵庫がキムチ専用の冷蔵庫で、冷蔵庫の中にはキムチがいっぱい入っています。最近は観光客向けのキムチ作り体験などもいろいろなところで行われていますが、元々キムチは日本の梅干しのように結婚してから夫の母にその家での作り方を教えてもらいます。もちろん日本と同じく韓国でも最近の若者は家でキムチを漬けるよりはスーパで買って食べる人が多いようです。
　韓国に帰ってきてから毎日韓国料理を食べながら改めて感じたことはほとんどの韓国料理にニンニクが使われるということです。毎日ニンニク料理を食べている韓国人同士ではあまり気付かないですが、外国の人からみると本当にニンニク臭そうだな、と思いました。
　私も久しぶりの韓国生活ですので、これからもっと韓国での生活を楽しみたいと思います。皆様もぜひ機会があれば、韓国に遊びに来てみてください。
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● 異　文 化 紹 介 <２> ●
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Apple and Strawberry Crumble


●材料●（約２人分）
フィリング
リンゴ…１／２個（皮をむきいちょう切りにする。）
イチゴ…３個（ヘタを取り４つに切る。）
レモン汁・砂糖・シナモン…お好みで
生地
小麦粉…50g（約半量をアーモンドパウダーや全粒粉にするとより香ばしくなる。）
無塩バター…25g（冷やしておく。１センチ角に切っておくと作りやすい。）
三温糖（砂糖）…25g
●作り方●
	①生地の材料を混ぜ合わせる。バターをつぶすようにして、指や手のひらで粉類とすりあわせ、そぼろ状にする。ひとかたまりになるまでこねないようにする。
	②リンゴとイチゴをバター（分量外）を塗った耐熱皿に敷き詰める。酸味や甘みはレモン汁や砂糖をまぶし、調整する。シナモンで香り付けをしても良い。
	③②の上に①の生地を載せ、余熱しておいた180℃のオーブンで約20分～25分、生地に焼き目が付くまで焼く。





● 和歌山県職員による異文化体験記　●
　皆さん、こんにちは。文化国際課メールマガジンの異文化体験記を担当している、海出（うみで）と申します。去年の４月に和歌山県庁文化国際課から中国山東省・済南市に派遣されて、もう間もなく一年が経とうとしています。こちらの冬は最高気温ですら氷点下の、まさに凍てつくような厳しい寒さでしたが、最近は外出時に厚手の手袋をすることもなくなり、少しずつ春の気配を感じられるようになってきました。

　私の異文化体験記最終回となる今回は、一年間の中国派遣を通して感じたことについてお話したいと思います。
◆中国生活の思い出

　昨年の４月、済南市に降り立った当時は、本当に基礎的な日常会話しか出来ず、加えて相手の話は全く理解できないと言った状態で、悪戦苦闘の毎日でした。それでも、一年という時間の中で、例えば留学生との会話も、最初は「你好（こんにちは）」の挨拶だけで終わっていたものが、自国の政治や経済など複雑な話題についても話が出来るようになり、良き友人として互いに理解を深めていきました。また、よく利用する飲食店や雑貨屋のオーナーも、はじめの頃は戸惑っていた様子でしたが、今では私が行くと笑顔で迎えてくれ、この一年を振り返って見ると、本当に周りの人々に恵まれていたなと感じました。
◆異文化体験とは

　ところで、話は変わりますが、このコーナーのタイトルにもなっている「異文化体験」という言葉について少し考えてみたいと思います。

　私はこの一年間、中国文化を理解する為、中国国内にある沢山の博物館や歴史的な建造物に足を運びました。当然、そこでは様々な展示物・建造物を通して、中国の文化（異文化）に触れる事が出来たのですが、その事よりも私にとって刺激的だったのは、現地の方々との会話の時間でした。

　彼らとのコミュニケーションを通して、テレビやインターネットを介さない、彼らの「生の」思想や価値観を窺い知ることができ、この事は私が抱いていた中国人に対するイメージをガラリと変えるきっかけとなりました。勿論、博物館や歴史的な建造物等を通して脈々と受け継がれてきた文化を理解する事も大切なのですが、一方で、文化というものは、今この瞬間も、そこで暮らす人々の手によって刻々と変化しています。例えば外国の方が、富士山や法隆寺を見ただけで、日本の文化を理解することは到底不可能でしょう。

　そのような意味では、異文化体験の鍵は、やはりコミュニュケーションにあるのだなと強く感じました。

◆おわりに

実は、この一年間、中国で生活していたにも関わらず、様々な場面で英語の必要性を痛感させられました。空港や病院など公共施設の職員は当然のように英語で話しかけてきますし、大学では他国の留学生が英語を流暢に駆使して談笑しており、私はその度に、学生時代に英語をきちんと勉強しておけばよかったと強く後悔しました。英語の学習はそれ自体が目的ではなく、コミュニケーションを成立させるための手段であると言う事に、今更ながら気付かされたのです。

　このメールマガジンは、沢山の学生の皆さんにもご覧頂いていると思いますが、私から皆さんに一つ、お願いをしたいと思います。

　今、英語（語学）に興味を持っている方は勿論、逆に苦手意識がある方も、１０年後、私の様に後悔しない為に、楽しみながら語学の勉強に親しんで下さい。勿論、異国の人間を相手にコミュニュケーションを取るということは、相手の国の歴史や、社会情勢も理解しておく必要があるので、語学だけを学べばそれで万事良し、と言う訳ではありません。そう考えると「異文化コミュニケーション」への道のりは、中々険しいものなの皆様今回のメルマガいかがでしたでしょうか。今年度のメルマガは今回で最終号となりますが、今後、より楽しい内容のメルマガとなるように、製作者一同努力を行いますので、新年度のメルマガも楽しみにしておいてください。
春は出会いあり、別れありと新生活を迎えられる方は多いと思います。寒暖の差はまだ激しいのでどうぞお体をご自愛ください。
かもしれません。

　しかし、皆さんの人生はこれからで、時間はまだまだたっぷりとあります。自分自身の可能性に自ら蓋をしてしまうことなく、勉強にクラブ、そして恋に遊びに、どうか一生懸命取り組んで下さい。

　さて、私の異文化体験記はここまで。一年間ご愛読いただき、本当にありがとうございました。それではまたいつか何処かで。再见（さようなら）！　

＜海出義和（平成２５年４月より中国山東省派遣）＞


メルマガ読者の皆様こんにちは。


つい先日、新年を迎えたと思えば、春の便りが、ちらほらと聞こえてくる今日この頃ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。今回のメルマガは、いつもの内容に加えて、以下の報告があります。


一つ目は東南アジアのカリマンタン島にあるブルネイからと、中華人民共和国山東省から環境研修団のお客様が和歌山県を来県されましたので、その報告。


二つ目は和歌山県からスペインのガリシア州を訪問しましたのでその内容も合わせて報告させていただきます。


また、国際交流員の李さんが任期を終え、帰国されましたので３年間の思い出を綴っていただきました。


以上の内容になりますのでどうぞお楽しみください。

















和歌山県庁文化国際課メールマガジン★ＮＯ.１２★








＜大聖堂にて＞





サンティアゴ・デ・コンポステーラ大学での交流の様子





Q1.　


2013年から2014年にかけて日西（スペイン）交流400周年事業が両国各地で行われていますが、400年前の交流のきっかけとなったのは？


　1613年にスペイン船が初めて日本へ到着した。


２．　1614年にスペインとの貿易が始まった。　


３．　1613年に慶長遣欧使節団がスペインへ派遣された。





Q2.　


今年は「紀伊山地の霊場と参詣道」が世界遺産（文化遺産）として登録されてから10年ですが、“道”が世界遺産として登録されている他の例はスペインの「サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路」だけで、和歌山県とスペインガリシア州とは１９９８年に両古道の姉妹道提携締結を行いました。


この両道に共通しない点は？


１．1000年以上の歴史がある。


２．中世に参拝が盛んになった。


３．木の文化が根付いている。





クイズ！海外豆知識！








三年間の韓国国際交流員の業務を通して感じたこと


私は大学で日本語を専攻しながらいつか日本に行ってみたいと思い、はじめて日本で留学することになったときからもう10年が経ちました。日本で留学しながら、いつか日本で仕事をしてみたいと思っていました。和歌山県でその夢を叶えることができて、本当に心から感謝しております。和歌山県での３年間は私にとって忘れることのできない大切な時間であったと思います。今まで勉強してきた日本語を使って通訳や翻訳の仕事ができたこともとても楽しかったですが、今考えてみれば、県内の学校を回りながら韓国の文化や言葉の紹介ができた出張講座に一番やりがいを感じました。生徒の皆さんに韓国の文化を紹介しながら、私自身も日韓の文化についてもっと深く考える機会にもなりました。�　またいつか和歌山に遊びに行きたいです。和歌山県の皆様、またお会いしましょう。








イギリスではいわゆるプリン以外のお菓子も含め、デザート全般を“pudding”と呼びますが、代表的なものにフルーツを使った“crumble”があります。“crumble”とは“崩れたもの”“ぽろぽろしたもの”という意味で、そぼろ状の生地をフルーツに載せ、オーブンで焼いたお菓子のことです。最も一般的なのは、リンゴを使った“Apple Crumble”ですが、今回は、旬を迎えるイチゴを加えた“Apple and Strawberry Crumble”をご紹介します。





今回はリンゴとイチゴを使用しましたが、桃やベリー類等さまざまなフルーツで作ることができます。イギリスではホットカスタードソースを添えていただくのが最も一般的ですが、アイスクリームや生クリームで代用するのもおすすめです。焼きたてをいただくととても美味しいです。ぜひ、お試しください！








＜学生寮では母国の料理を振る舞いました＞





＜大学の遠足にて記念撮影＞





皆様今回のメルマガいかがでしたでしょうか。今年度のメルマガは今回で最終号となりますが、今後、より楽しい内容のメルマガとなるように、製作者一同努力を行いますので、新年度のメルマガも楽しみにしておいてください。


春は出会いあり、別れありと新生活を迎えられる方は多いと思います。寒暖の差はまだ激しいのでどうぞお体をご自愛ください。





クイズの解答





Q1、答え：３　


1613年（慶長18年）伊達政宗は徳川家康の許可を得て、スペインに向け支倉常長を大使とする使節を派遣しました。この使節団派遣がスペインに対する日本からの最初の公式な使節団の派遣であったとされています。）


Ｑ2、答え：３　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（サンティアゴ・デ・コンポステーラの巡礼路は石の文化）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（参考）紀伊山地の霊場と参詣道：和歌山県、奈良県、三重県の３県にまたがる霊場（吉野・大峰、熊野三山、高野山）と参詣道（熊野参詣道、大峯奥駆道、高野山町石道）を登録対象とする世界遺産。２００４年７月７日に登録。











